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《部品構成内容》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
              製品取付けに当たっての注意点 
※本製品は、上記の車種に適合します。 
※本製品は、Ｍ8～Ｍ10シャフトのウインカーに対応しています。 
※本製品は、ベースとベースの間にスペースが空く為、締めすぎるとベースが破損する恐れがありますので、  
締め込み過ぎに注意して下さい。 

※ウインカー取付け部が金属の場合、ある程度締め付けても回ってしまう場合があります。その場合は、 
ベースの間にカラー等をはさみ込み、リジットに固定してください。 

※本製品は、プラボディ等の重量の軽いウインカーを想定して製作されております。重量のあるウインカーを取
付けた場合、ベースがずれてしまう事があります。その場合には、ベースの裏面に両面テープを貼り付ける等
の対処を行って下さい。 

※ウインカー配線の接続には、別売のカプラーやギボシ端子等をご使用下さい。 
※取付けの際、車体が倒れたりして危険ですので、作業は水平な場所で車体を安定させて行う事。 
※説明書は大切に保管し、本製品を譲渡などする場合は、必ず説明書も一緒にお渡し下さい。 

部番 品名 個数 

① ベース A（大） 2 

② ベース B（小） 2 

【取扱説明書】 

ＹＡＭＡＨＡ ウインカーマウントベース ２個セット 

＜商品番号：２１７－２０２６＞ 

注意 

 

 

 

このたびは,当社製商品をお買い上げいただきありがとうございます。 

本製品は以下のことをご理解のもと作業していただきますようお願い申し上げます。 

作業にあたられる方は本体車両メーカーのサービスマニュアルに準ずる知識及び技術を持った方に限ります。 

 

 

 

 

 
以上の事柄を必ずお守りください。 

万が一、商品に不備があった場合は、取付けを行わないでください。 

上記が守られていない場合、商品への保証は一切いたしません。 

また、株式会社キジマは本製品にのみ責任を持つものであり、本製品の品質以外（修理費、取付工賃等）どの
ような事柄に対しても責任を負いかねますのでご了承ください。 

取付け前に必ずお読みください。 

・取付け前に商品構成の内容を必ずご確認ください。   ・本取付け説明書に則った取付けを行う。 

・道路交通法・道路運送車両法を厳守する。       ・本製品への加工を加えない。 

・運行前点検及び、定期的な保守整備を行う。      ・不具合が発生した場合速やかに使用を中止する。 

 

ＫＫＩＩＪＪＩＩＭＭＡＡ  ＯＯＲＲＩＩＧＧＩＩＮＮＡＡＬＬＰＰＡＡＲＲＴＴＳＳ    
ＴＴＥＥＣＣＨＨＮＮＩＩＣＣＡＡＬＬ  ＳＳＥＥＲＲＶＶＩＩＣＣＥＥ  ＭＭＡＡＮＮＵＵＡＡＬＬ  

② ① 

適合車両（代表的な車両です、適合する車両全てではありません。） 

海外 YAMAHA：FZ6-S/SAHG/SHG/SS/N/NHG/NS（04ｙ～09ｙ） 

YZF-R6（03y～）・TDM900（02ｙ～04ｙ）・YZF-R1（02ｙ～） 

国内 YAMAHA：FZ1/FAZER（08ｙ～）etc  

 

※左の写真のような取付け座面になっていれば、取り付く可能性 

があります。確認してお取付け下さい。 

 

① ② 

見分け方 
１）○の所にＡ/Ｂが刻印されている。 
２）外形の大きさが違う。 【ベース裏側】 
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＜FZ1-FAZER（13ｙ）での取付け例＞ 

※本文中や図中に出てくる丸囲み数字は前ページの部品構成内容表の部番に対応しています。 
 

※各車輌ごとにウインカーの取外し方や配線が異なりますので、純正サービスマニュアルを参考に取外し、組み付けを行 

なって下さい。又、本製品には、取付けパターンが２種類あります。下記を参考にお取付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  純正ウインカー配線を外します。 

2 純正バックプレートと純正ウインカーを取外します。（写真Ａ参照）  

3 ベースＡ①の穴からウインカーシャフトを差しこみ、フロントカウル裏からベースＢ②の凹凸部を当てて、 

ウインカー付属のナット類で仮固定します。（図 1参照） 

※シャフト部にネジロック剤の塗布を推奨します。            

※Ｍ10 シャフトの場合、ベース①/②の穴にシャフト予めネジ込んでください。（写真Ｂ参照） 

ベース①/②の穴は、Ｍ10 ウインカーが回転しにくいよう小さめに設計しております。 

※カウルタイプ等でベースＡ/Ｂの外淵がはまらない場合は、外淵をヤスリ等で削って、 

対応して下さい。 

4 ウインカーの配線をギボシ端子等で接続します。 

※点灯確認をして下さい。 

※弊社 LED ウインカーをご使用の場合、別途 IC ウインカーリレー等が必要となります。 

5 ベースＡ①の位置とウインカーの位置を調整して、本締めします。 

※締め込み過ぎには、注意して下さい。ベース①/②が凹み及び破損する恐れがあります。 

 

 

1）ウインカー配線を外し、2、3、4、5と同様の手順で取外し、取付けを行ないます。 

※取付けに関して、固定部の穴にベースＢ②凹凸部をはめ込んで固定します。（図 2 参照） 

※ウインカー固定部の裏側からベースＢ②をあてがうとベースＢ②の外淵が干渉する車種が 

あります。ベースＢ②の外淵をヤスリ等で削って対応して下さい。 

2）各部のナット類を本締めして完了です。 

 
 
 
 

※必ず走行前に点灯確認を行なってから、ご使用ください。 

※必ず定期的なボルト/ナット類の締め付け確認を行なって下さい。 
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☆フロント側取付け方法（ベースの凹凸部に当てて固定するパターン）☆ 

☆ベースをはめ込むパターン☆ 
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